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研究成果の概要（和文）：本研究では、「日米合作映画」の中に表れた日本人の映画スターの海外進出に注目
し、その仔細を探ることで、占領期～1950年代の米国 政府が主導する冷戦下のハリウッド映画における効用及
び日本のコンテンツ産業の源流を明らかにした。 これらの映画に関係した映画人のインタビューを報告書にま
とめ、海兵隊協力沖縄戦映画『太陽は撃てない』の製作事情に関する論考、海兵隊協力沖縄ロケ地映画『戦場よ
永遠に』（1960年）についての論考を発表し、また『戦場よ永遠に』についてはロケ地の沖縄において、先述し
た仲地氏をゲストに一般の観客を招いて上映会を行った。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the overseas expansion of Japanese film stars as 
manifested in "Japan-U.S. co-production films" and explores their details to clarify their utility 
in Hollywood films during the Cold War led by the U.S. government during the Occupation period and 
the 1950s. The report includes interviews with filmmakers involved in these films, a discussion of 
the circumstances surrounding the production of the Marine Corps cooperative film  and a discussion 
of the Marine Corps cooperative Okinawa location film "Hell to Eternity" (1960). 

研究分野： 映画史

キーワード： 日米関係　冷戦　占領期　日本映画　アメリカ映画　映画スター
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで研究されてこなかった占領期とポスト占領期の「日米合作映画」の特徴を分析することで、戦後の日本
映画がいかに撮影技法などの技術的側面だけではなく、米軍の直接的／間接的影響を受けていたことが、明らか
になった。さらに、当時の関係者に聞き取り調査を行い、戦後初めて沖縄ロケを実施した『戦場よ永遠に』の一
般向けの上映会を行い、この作品について沖縄の人々の関心を高めたことは、今後の日米関係を見据える上でも
意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

 アメリカ映画が日本映画に与えた影響を考察したこれまでの研究では、「古典的ハリウッド映

画」と呼ばれる、アメリカ映画の撮影技法を中心とした映画の文法、あるいは西部劇、コメディ

（ミュージカル）、フィルム・ノワール、ホラー、SFなどのジャンル、そして映画スターのファ

ッションなどがいかにして日本映画に伝播し、個々の監督とその作品に影響を与えたのかにつ

いて考察するものであった。代表的なものとしてあげられるのは、山本喜久男『日本映画におけ

る外国映画の影響―比較映画史研究』（1997 年、早稲田大学出版会）、岩本憲児『日本映画とモ

ダニズム 1920‐1930』（1991 年、リブロポート）、ミツヨ・ワダ・マルシアーノ『ニッポン・モ

ダン―日本映画 1920・30 年代』（2009 年、名古屋大学出版会）などである。これらの研究は、

小津安二郎のような「日本的」とされた映画作家が、自らのスタイルを確立する以前の作品では、

アメリカ映画のスタイルを貪欲に吸収していったことが作品分析とともに検証されている。こ

のように、日本映画は草創期からアメリカ映画の影響を受けていたことが明らかであるが、戦後

は、日米開戦に伴う外国映画の輸入禁止から一変し、夥しい数のアメリカ映画が公開されること

になる。占領期の日本映画界は GHQ の指導のもとで新たな出発を強いられるが、占領期の映画研

究の中でも最も重要なものは、GHQ の「検閲」が日本映画に及ぼした影響を詳らかにした、平野

共余子の『天皇と接吻 アメリカ占領下の日本映画検閲』（1998 年、草思社）である。現在は、

平野の著作を受けて占領期の日本映画に関する研究が盛んであるが、本研究の狙いは、それらと

は違い、日本映画がアメリカ映画と「協働」し、互いの技術や製作資金、映画俳優などを動員し

て公開された「日米合作映画」に注目することである。「日米合作映画」の映像分析とその製作

過程を検証することは、当時のアメリカが抱いた「日本」に対するイメージを再考し、特に沖縄

と日系というこれまで看過されてきた側面と、単にアメリカに強要されただけではない、占領期

における双方向の文化的資産である映画について新たな視点を獲得することである。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、占領期から 1950 年代に製作された「日米合作映画」の分析を通して、当時

の日本とアメリカがいかなる相互補完的関係にあったのか、とりわけアメリカ統治下の沖縄と

日系人の問題に着目することによって、冷戦下のアメリカ政府が想定した東アジアにおける日

本の役割を多角的に解明することである。さらに、「日米合作映画」の中で描かれた、山口淑子

（李香蘭）をはじめとする日本人の映画スターの海外進出に注目し、その仔細を探ることで、占

領期～1950 年代の米国政府が主導する冷戦下のハリウッド映画における効用及び日本のコンテ

ンツ産業の源流を明らかにする。また、映像作品の分析のみならず、日米それぞれの映画界と政

府間の交渉が記録された資料を精査し、関係者インタビューを行うことによって、占領期〜1950

年代の映像メディアから見た、日本に関するアメリカの文化戦略を総合的に解明する。 

 

３．研究の方法 

 

以下の 4 点があげられる。 



（1）「日米合作映画」計 18 作品の映像分析（表参照） 

  

（2）文献資料の丹念な調査 

 米国公文書館の公文書の分析を基点に、「日米合作映画」に関する日米の新聞、雑誌、原作本

の参照、映画会社のプレス、製作ノートなどを調査する。 

（3）関係者インタビュー 

 生存していると思われる関係者として『サヨナラ』の主演女優・高美衣子氏、ジョージ・タケ

イ氏、『戦場よ永遠に』のスタッフ、出演者に絞って調査を開始する。 

（4）映画ロケ地の調査 

 『戦場よ永遠に』の沖縄、サイパンロケ地を中心に訪問する。 

 

４．研究の成果 

 

本研究では、「日米合作映画」の概要を網羅するために、年代別に抽出した作品の製作過程に

注目し、当時のプロダクションノート、プレス、批評などの一次資料を用いてそれらを検証した

が、映像分析という従来の映画研究のディシプリン以外にも以下の点に注力した。なぜなら、『戦

場よ永遠に』の子役が存命であることを知り、分担者の名嘉山リサ氏とともに子役を務めた仲地

清氏を特定できたからである。そのおかげで 2015 年に沖縄県宜野座村で『戦場よ永遠に』の上

映を実施することで、一般観客にも当該作品の認知が成功し、本研究の社会的な広がりが確認で

きた。したがって、本研究では一次資料の渉猟に努めるとともに、フィールドワークを重視し、

関係者の特定とインタビュー、ロケ地訪問などを実施し、それらを記録した。また本研究を進め

ていくなかで、ゴジラなどの日本が生み出したコンテンツが、実は日米双方の影響を受けた産物

であった点も実証できた。さらに、「日米合作映画」には正確には該当しないものの、アメリカ

映画の影響を多大に受けた、戦後の映画衣装の分野に注目し、とりわけ映画衣装デザイナーとし

ての森英恵氏の仕事を記録するために、関係者へのインタビューを実現させた。また、一次資料

を調査していく中で実現に至らなかった「合作映画」の存在を突き止めた。1961 年に撮影が予

定されその後頓挫した『太陽は撃てない』がその実例である。 



 

⑴関係者インタビューの実施：高美衣子氏（日系人俳優、『サヨナラ』主演）、比嘉松盛氏（『戦

場よ永遠に』の監督通訳）、仲地清氏（『戦場よ永遠に』出演者） 

⑵未公開作品の検証：『太陽は撃てない』 

⑶映画衣装の検証（森英恵の役割）：篠田正浩氏（映画監督）、岩下志麻氏（俳優）、司葉子氏（俳

優） 

⑷ロケ地の訪問：『戦場よ永遠に』のロケ地（沖縄）、『戦場よ永遠に』（サイパン） 
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